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今月の表紙

̎ ͻͱͷ͏͖͝
̏ 令和６年ްਅொදজࣜ

̐ʵ̑ ްਅொจԽࡇΟʔΫ2024
６ʵ̓ ொ͔Βͷ͓Βͤ
̔ ҆ฏɾް ਅߦࣄ߹
̕ 年年࢝ΨΠυ

ø÷ʵøø ຽ年ۚࠃ
øùʵøú ·ͪͷ
øû ΠϯϑΥʗΑΓΈͪ௨৴ߴް
øü Ҭ͓͜͠ୂྗڠ
কདྷͷເ

øýʵøþ อ݈ͷࣔܝ൘
øÿ ใ߁݈
øĀ ԉηϯλʔࢧҭͯࢠ
ࡊΞοϓϓϩδΣΫτ
ϚΠφอূݥ

ù÷ ࡂͷϖʔδ
ॅ༻ՐܯࡂใثΛઃஔ͠·͠ΐ͏

ùø ಓϛαΠϧඈདྷ࣌ͷߦಈʹ͍ͭͯ
ొౡٛԉۚ

ùùʵùú ใͻΖ
·ͪͷΞΠυϧ

ùû "546."ɹ-07&34

൩ळʹแ·ΕͨӉོެڞͷࡦࢄ࿏
Ԋ͍ͰɺͷࡤΛ࡞ΔϫʔΫγϣο
ϓ͕10月2�ʹߦΘΕ·ͨ͠ɻΧϥ
ϚπͷؒെࡐΛ͍ɺࡦࢄ࿏ʹԊͬͯ
݀Λ։͚ͯݻఆ͢Δಓͳۀ࡞Ͱͨ͠
͕ɺொຽͳͲ�0ਓ͕ࢀՃɻؒെࡐ
ɺഅͰӡൖ͠·ͨ͠ɻ

øø月ú÷ࡏݱɹʢɹʣલ月ൺ

人　口　4,228人（－7)
உ�214�ਓɹঁ�20��ਓ

世帯数　2,107世帯（－3）

ひとのうごき

広報あつまはインターネットでも！

øø月1ʙøø月ú÷ಧग़
˞�૭ޱͳͲͰɺใࢴͷࡌܝʹ͍ͭͯ֬ೝͰ͖ͨํΛࡌܝ
͍ͯ͠·͢ɻ

ΤϦΞͰ୳͢ˠৼˠްਅொ

͓Βͤ࠷৽ใΛൃ৴͍ͯ͠·͢ʂ

厚真町公式ＳＮＳ

厚真町ホームページ
τοϓϖʔδԼ෦ͷόφʔ͔Β

令
和
６
年
度
厚
真
町
表
彰
式
が
øø
月
１
日
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
地
域
振
興
や
教
育
・
防
災
な
ど
に

尽
力
し
た
８
個
人
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
宮
坂
町
長
が
「
厚
真
を
選
択
し
、
厚
真

で
暮
ら
し
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
究
極
の

目
標
で
す
。
地
域
社
会
や
地
域
経
済
の
け
ん
引
者
と
し
て
、

引
き
続
き
地
域
振
興
と
文
化
の
向
上
の
た
め
に
ご
指
導
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
来
賓
を
代
表
し
て
渡
部
議
長
は
「
す
べ
て
の
町
民
が

笑
顔
で
夢
と
希
望
を
持
て
る
「
ふ
る
さ
と
厚
真
」
の
創
造

の
た
め
、
今
後
と
も
一
層
の

ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
受
賞
者
代

表
の
自
治
功
労
賞
・
藤
本
昭

子
さ
ん
は
「
自
治
功
労
賞
と

い
う
大
変
栄
誉
あ
る
賞
を
い

た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
た
だ

た
だ
驚
い
て
い
ま
す
。
特
に
、

毎
年
øù
月
に
開
催
し
て
い
る

歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸
大

会
は
印
象
深
く
、
募
金
の
寄

付
を
続
け
て
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
て
皆
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

厚
真
町
表
彰
式

令
和
６
年
度

藤
ふじ

本
もと

昭
あき

子
こ

さん〔新町〕自治功労賞
年ʹΘͨΓްਅொ්ਓஂମٞڠձձ
ͳͲΛ୲ΘΕɺ༏Εͨࣝݟͱݙత
ͳߦಈྗʹΑΓɺঁੑࢀըࣾձͷ͚Μ
Ҿͱͯ͠ੈ࣍ؔஂମͷҭʹ
ਚྗ͞Εͨ΄͔ɺຊொͷଐؔػҕһ
Λྺ͞ΕΔͳͲɺํ࣏ࣗͷৼڵ
ൃలʹେ͖͘͞ݙߩΕ·ͨ͠ɻ

安
やす

田
だ

久
く

美
み

子
こ

さん〔宇隆〕自治貢献賞
ଟ年ʹΘͨΓްਅொબڍཧҕһձҕ
һฒͼʹްਅொۀҕһձҕһΛ୲
ΘΕɺ໌Δ͍બڍͷਪਐ͓Αͼۀ
ଜৼڵʹਚྗ͞ΕΔͳͲɺํ࣏ࣗͷ
ൃలʹେ͖͘͞ݙߩΕ·ͨ͠ɻ

矢
や

倉
ぐら

千
ち

尋
ひろ

さん〔上厚真〕社会貢献賞
年ʹΘͨΓްਅொަ௨҆શڠձཧࣄ
ฒͼʹްਅফஂһͱͯ͠ɺަ௨҆શ
ӡಈͷී͓ൃܒٴΑͼொຽͷੜ໋࢈ࡒ
ͷอޢʹਚྗ͞ΕΔͳͲɺொຽੜ׆ͷ
҆શɾ҆৺ͷ্ʹେ͖͘͞ݙߩΕ·
ͨ͠ɻ

石
いし

橋
ばし

公
もと

昭
あき

さん〔宇隆〕産業貢献賞
年ʹΘͨΓͱ·͜·͍Ҭڠۀಉ
߹ཧࣄฒͼʹްਅফஂװ෦ͱ͠
ͯӽͨࣝ͠ݟͱࢦಋྗΛൃ͞شΕɺ
ۀଜৼڵฒͼʹ৫ͷൃలɺࡂ
Ε·ͨ͠ɻ͞ݙߩେ͖͘ʹ্ྗ

沖
おき

田
た

善
よし

輝
き

さん〔富野〕善 行 賞
�0年̑Χ月ͷ͖ʹΘͨΓɺްਅொ
ަ௨҆શࢦಋһͱͯ͠ࡏݱަ௨҆શ
ӡಈͷීൃܒٴͱަ௨ނࣄ׆ࢭಈʹ
ਚྗ͞Εɺ҆શɾ҆৺ͳ·ͪͮ͘Γʹ
େ͖͘د༩͞Ε·ͨ͠ɻ

尾
お

谷
たに

琴
こと

音
ね

さん〔宇隆〕栄 誉 賞
ෆஅͷྗʹΑΓ֫ಘͨ͠༏Εٕͨज़
ͱͨ͘·͍͠ਫ਼ਆྗΛͬͯɺୈ��
ճࠃຽεϙʔπେձεϐʔυεέʔτ
͍͓ʹ000̼ϦϨʔ̎ࢠձ年ঁٕڝ
ͯ̏Ґͱ͍͏ΛऩΊΒΕ·ͨ͠ɻ

栄誉をたたえて 大
おお

垣
がき

尊
たか

良
ら

さん〔豊沢〕
༏Εٕͨज़ͱͨ͘·͍͠ਫ਼ਆྗΛͬ
ͯୈ��ճશߴࠃֶߍ্ٕڝର߅
બखݖେձஉࢠ๒ؙ͛Ͱɺ্Ґೖ
ͱ͍͏ΛऩΊΒΕ·ͨ͠ɻ

山
やま

崎
ざき

桜
さくら

さん〔鹿沼〕栄誉をたたえて
ෆஅͷྗʹΑΓ֫ಘͨ͠༏Εٕͨज़
ͱྗ؍ΛͬͯɺΈΜͳͷڇྉཧ
͍͓ʹݖੜྉཧબखߍߴࠃԂશࢠߕ
ͯ༏लͳΛऩΊΒΕɺ৯ࡐͱྉཧ
ͷԞਂ͞ʹՃ͑ڷްਅͷจԽΛ͘
ൃ৴͞Ε·ͨ͠ɻ

डऀΛද͠
ँࣙΛड़Δ౻ຊত͞ࢠΜ
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厚真町文化祭ウィーク
２０２４

「
厚
真
町
文
化
祭
ウ
ィ
ー
ク

２
０
２
４
」（
実
行
委
員
会
主
管
）

が
ø÷
月
ùÿ
日
か
ら
øø
月
４
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
開
催
期
間
を
こ

れ
ま
で
の
２
日
間
か
ら
１
週
間
に

延
長
し
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

厚
南
会
館
を
メ
ー
ン
会
場
に
書
道

や
手
工
芸
作
品
、
絵
画
な
ど
個
性

豊
か
な
１
２
８
３
点
を
展
示
。
延

べ
約
１
３
０
０
人
の
来
場
者
が
芸

術
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

芸
能
発
表
会
は
、
厚
南
会
館

（
øø
月
２
日
）と
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー（
３
日
）で
行
わ
れ
、
出
演
者

た
ち
は
歌
や
踊
り
な
ど
日
ご
ろ
の

練
習
成
果
を
発
表
し
、
詰
め
か
け

た
大
勢
の
町
民
か
ら
拍
手
喝
さ
い

を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
真
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
中
高

生
意
見
発
表
会
」（
２
日
）
で
は
、

中
学
生
４
人
が
演
台
に
立
ち
、
経

験
談
を
基
に
見
事
な
ス
ピ
ー
チ
を

披
露
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影

や
工
作
教
室
を
開
い
た
図
書
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル（
３
日
）で
は
、
多
く

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
４
日
に
行
わ
れ
た
加

藤
登
紀
子
さ
ん
に
よ
る
「
百
万
本

の
バ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」。
６
年
ぶ

り
に
町
を
訪
れ
た
加
藤
さ
ん
は
、

ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
øü
曲
を

披
露
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
日

本
舞
踊
教
室
と
あ
つ
ま
手
話
の
会

て
の
ひ
ら
と
一
緒
に
名
曲
「
百
万

本
の
バ
ラ
」
を
熱
唱
し
ま
し
た
。百万本のバラ

コンサート

ᶃྗ͍ڧՎΛ൸࿐࡚ͨ͠ڇ͞Μ�ᶄʮय़ʯʢۛʣΛ൸࿐͢Δശ࡚ྙ͞ࢠΜʢްਅๆ月ձʣ�ᶅॳग़ͯۛ͠ࢻΛ൸࿐
͢Δٶ७͞ࢠΜʢްਅๆ月ձʣ�ᶆʮ౻່ʯΛ൸࿐͢Δେ༏Ի͞Μʢຊགྷ࠸ࣨڭϝ࠲ʣ�ᶇʮՖࡾ൪წʯΛ൸࿐
͢ΔখྛཅѮ͞Μʢຊགྷ࠸ࣨڭϝ࠲ʣ�ᶈଉͽͬͨΓʹʮձέʯΛԋͨ͡ാాਅึ͞Μͱࢁါඒ͞Μʢۛಉ
ઌʹूத͢Δग़ԋऀ�ᶋ͔ͳ͖ͪ͞ͷۄձʣ�ᶉʮদകʯΛ൸࿐͢Δؘ和ַ͞Μͱେัઍַ͞Μ�ᶊ͚Μ
Λްͨͤݟਅܳڷอଘձ�ᶌʮ͋Γ͕ͱ͏ͷՖʯͳͲΛ൸࿐ͨ͋ͭ͠·खͷձͯͷͻΒ�ᶍ͠ͳ͔ͳགྷΓΛ൸࿐ͨ͠
ίϩϔɾϨΠΞϩϋ�ᶎखഥ͖ͯى͕ࢠΓ্͕ͬͨொຽਧָஂͷԋ

ᶃਓΫϥϒ๛দձͷ୮ਫ਼ࠐΊΒΕͨ࡞�ᶄྗ͋;ΕΔࡉࢴ�ᶅਓΫϥϒͷख࡞Γਓܗ�ᶆްਅ์՝ࣇޙಐΫϥ
ϒͷ࡞�ᶇਅ৺͜Ίͨ͠Ύ͏࡞�ᶈ૯߹ࢱηϯλʔͷདྷ෩ܠ�ᶉ͔;͐ͱɾϛʙϊʢ۠ʣͷख࡞Γ࡞�ᶊ
ްਅதԝখֶߍɾްਅதֶߍͷ࡞�ᶋᝰࠁ	ͯΜ͘͜
�ᶎ࡞ͷࣨڭࢠΛఴ͑ͨੜ͚Ֆ�ᶍ͍͚ͳ࠼ʹ�ᶌձ࡞
ձ͕Μͩԡ͠ՖαʔΫϧͷ࡞࡞Γ

Ϩγϐίϯςετͷ߁݈ࢠͬ·ͭ͋
৯ɾථίʔφʔࢼ

ΪλʔͰ͖ޠΓ͢ΔՃ౻ొ͞ࢠلΜ ͋ͭ·खͷձͯͷͻΒͱຊགྷ͕ࣨڭ
ՃΘΓʮඦສຊͷόϥʯΛএͨ͠

ࢠͰࢀՃ͓ͨ͠͠Γ࡞Γ ͳͲӉͷਆൿΛମͨ͠ݧ
ϓϥωλϦϜͷӨ

ᶃ

ᶃ

ᶇ

ᶋ

ᶈ

ᶋ

ᶍ

ᶌ

ᶎ

ᶄ

ᶄ

ᶈ

ᶌ

ᶉ ᶊ
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町からのお知らせ

利用方法
εϚʔτϑΥϯͳͲʹ-Đ/&ΛΠϯετʔϧͯ͠ɺ
ͷ͍ͣΕ͔ͷํ๏Ͱްਅொެࣜ-*/&Λ༑ͩͪొ͍ͯͩ͘͠͞ɻ࣍
ᶃ�ް ਅொެࣜ-Đ/&ͷ*%ʮˏBUTVNBʯΛͯ͠ࡧݕ༑ͩͪՃ͢Δ
ᶄ�ӈͷ23ίʔυΛಡΈऔΓ༑ͩͪՃ͢Δ

·ͪͮ͘Γਪਐ՝ ըௐάϧʔϓا
ὸ 2�Ȃ�1��町公式 LINEの機能をご存知ですか？

便利な町公式ＬＩＮＥアカウントをご活用ください。

あなたの住んでいる町のために、力を貸してくれませんか？

֤月ୈ2༵ۚʹ৴͞Εɺ
ϒοΫͰӾཡͰ͖·͢ɻࢠి
ʢ̍月号ͷΈ12月ʹ৴ʣ

ॅຽ՝ ԉάϧʔϓɹὸࢧҭͯࢠ 2�Ȃ���2
ʢ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γʣ

子育て短期支援事業
「ショートステイ・トワイライトステイ」

保護者の病気や出産・育児疲れなど、家庭で一時的に養育することができないお子さんを預る事業です。

利用できる保護者
ொʹॅΉ̌ʙ1ࡀ�ະຬͷ͓͞ࢠΜͷ͍Δอऀޢ
Ͱɺ࣍ͷ͍ͣΕ͔ʹ֘͠ɺ΄͔ʹཆҭ͢Δਓ͕͍
ͳ͍ํ
ɾ࣬ප
ɾ�ҭࣇർΕɺҭࣇෆ҆ɺଞͷՈͷපർΕͳͲͷ
ମత·ͨਫ਼ਆతࣄ༝

ɾ�ग़࢈ɺޢɺނࣄɺࡂɺࣦ᪨ͳͲͷՈఉཆҭ্
ͷࣄ༝

預かり先
ொ͕ҕୗ͢Δࢪઃ

利用申込
ར༻Λر͞ΕΔํॅຽ՝૭ޱͰ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ
લʹਃ͕ඞཁͰ͢ɻࣄ�˞
˞�डೖࢪઃͷۭচঢ়گࣇಐ͕පؾʹΑΓઐత
ͳޢΛඞཁͱ͢Δ߹ͳͲɺड͚ೖΕΛ͓அ
Γ͢Δ߹͕͋Γ·͢ɻ

主な活動内容
ɾԠٸख
ɾՐ๚ͷ׆ൃܒಈ
ɾՐࡂ༧ؒظதͷใ׆ಈ
ɾҰਓΒ͠ͷऀྸߴͰՐࢦಋ๚
ɾอҭԂࣇΛରʹͨ͠Րࣨڭ
ɾग़ॳΊࣜͷࢀՃ
ɾ֤छ܇࿅ݚमͷࢀՃ
˞�ঁ ੑফஂһɺஉੑͷফஂһͱ׆
ಈ͕ҟͳΓɺՐൃࡂੜ࣌ͷফՐ׆ಈ
Μɻͤ·͍ߦ

応募人数
６ਓ

応募資格
ɾ1ࡀ�Ҏ্Ͱްਅொॅࡏͷํ
ɾී௨ӡస໔ڐΛ͓ͪ࣋ͷํ

処遇
ɾ�ใुΛ͠څࢧ·͢
ʢ年ֹใुɺग़ಈใ ɿु̍ ճ͋ͨΓ2000ԁ
ʙ�000ԁʣ
ɾ׆ಈʹඞཁͳඃΛି༩͠·͢ɻ
ɾ�ެ ิࡂঈɺୀ৬ใۚͳͲͷ੍͕
͋Γ·͢ɻ
ɾඇৗۈಛผ৬ͷํެһͰ͢ɻ

利用料金
อऀޢͷॴಘࣇಐͷ年ྸʹԠͯ͡
ҎԼͷ௨ΓҰఆͷෛ୲͕͋Γ·͢ɻ

〔負担区分〕
ᶃੜ׆อੈޢଳʢࢠɺࢠՈఉͰඇ՝੫ੈଳΛؚΉʣ
ᶄࢢ�ொଜຽ੫ඇ՝੫ੈଳʢࢠɺࢠՈఉͰ՝੫ੈଳΛؚΉʣ
ᶅͦͷଞͷੈଳ

夜間養護等（トワイライトステイ）
ରɿ̎ ະຬࡀ�ʙ1ࡀ

ৼ౦෦ফ߹ফॺްਅࢧॺɹὸ 2�Ȃ�11�厚真消防団 女性消防団員募集 

༣ૹͰޙਃՄͰؒ࣌24
͓ಧ͚͠·͢ɻ
ʢ༣ૹྉࣗݾෛ୲ʣ

ொ͔Βͷ͓Βͤɺொओ࠵
ͷΠϕϯτใΛ৴͠·͢ɻ

ઃ՝ݐ άϧʔϓɹὸ 2�Ȃ24�1

除雪作業にご理解とご協力をお願いします。

雪捨て場について
ɾ�ઇࣺͯӈਤͷͱ͓Γɺްਅӈ؛ͷްਅড়Խηϯλ
ʔखલʢՏෑʣʹ ֬อ͍ͯ͠·͢ͷͰ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ

ɾ�ൖೖͷࡍΰϛ࠭ͳͲΛࠞೖ͠ͳ͍Α͏͝ئ͓ྗڠ
͍͠·͢ɻ

皆さまにお願い
ɾ�আઇͷ͛ͱͳΒͳ͍Α͏ɺொಓಓಓɺาಓʹंͳͲ
ͷোΛஔ͔ͳ͍Α͏ʹ͓͍͠ئ·͢ɻ

ɾ�ਝ͔ͭޮతʹಓ࿏ͷ௨ߦΛ֬อ͢Δ͜ͱΛ༏ઌͯ͠
͏·ͯͬ͠લʹઇ͕ޱΔͨΊɺࣗग़ೖΓ͍ͯ͠ۀ࡞
߹͕͋Γ·͢ɻࣗ͝ʹͯͬ͠·ͬͨઇɺࣗ͝
Ͱআઇ͢ΔΑ͏ɺ͝ྗڠΛ͓͍͠ئ·͢ɻ

除雪の季節が始まります

雪
捨
て
場

短期入所生活援助（ショートステイ）
ରɿ̌ ະຬࡀ�ʙ1ࡀ

ෛ୲۠
ᶃ ᶄ ᶅ

ຊج
ฏ1࣌�ʙ22࣌

0ԁ

�00ԁ �00ԁ

॓ധ
ฏ22࣌ʙཌ̔࣌ �00ԁ �00ԁ

༬Γٳ
༵ɾॕ̔࣌ʙ1࣌� ��0ԁ 2100

ԁ

ෛ୲۠
ᶃ ᶄ ᶅ

ະຬࣇࡀ̎
ຫੑ࣬ࣇױ

0ԁ

1000ԁ 4�00ԁʙ
���0ԁ

ࣇҎ্ࡀ̎ 1000ԁ 2�00ԁ

ޢอ࣌Ұٸۓ 0ԁ 0ԁ

Րࢦಋ๚

広報あつま（電子ブック）の閲覧 各種証明書の請求

町からのお知らせが届くほか、便利な機能がご利用いただけます。

町からのお知らせ

令和６年12月号 2024年12月号� �



ํ࣏ࣗ๏ͷنఆʹ͍ͯͮجɺ令和６年̕月�0ࡏݱͷ҆ฏɾްਅߦࣄ߹ձܭͷ
Βͤ͠·͢ɻ͓͍ͯͭʹگͷঢ়࠴ɺํ࢈ࡒग़ɺࡀೖࡀ

⁃�छྨ͝ͱʹಁ໌͔ಁ໌ͷାʹೖΕͯग़ͯ͘͠
͍ͩ͞ɻ

ࢴͷശʹೖΕΔ͔ɺ৽ฉ࣌ೖߪޫܬ�⁃
ʹแΜͰग़͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˞�ʮͤΔ͝Έʯʮͤͳ͍͝Έʯʹࠞͥ
ͯग़͢ͱɺ͝ΈऩूंॲཧࢪઃͰՐࡂͷݪҼ
ͱͳΓ·͢ͷͰɺඞͣʮ༗͝Έʯͷʹग़͠
͍ͯͩ͘͞ɻ

ϦνϜΠΦϯిΛؚΉిྨ
ϞόΠϧόοςϦʔ
�όοςϦʔΛऔΓ֎ͤͳ͍ॆిࣜՈి
ʢՃࣜిࢠλόίͳͲʣ
εϓϨʔ؈ΧηοτϘϯϕ
ࣺ͍ͯϥΠλʔ
ޫܬʢɾؙܕɾిܕٿʣ

有害ごみの出し方

ごみ収集・自己搬入受け入れ
年末年始の休みについて

˞ɺߪೖֹۚ100ສԁҎ্Λ͍ͯ͠ࡌه·͢ɻ

˞֤߲ͷ߹ܭͱ૯ֹͷ૬ҧʹؔͯ͠ɺ̍ສԁະຬͷॲཧʹΑΔͷͰ͢ɻ

ํ࠴ͱɺҰఆͷج४Λຬͨ͢ۀࣄͷݯࡒͱͯ͠ɺ
߹͕ࠃͳͲ͔ΒआΓೖΕͨظతͳआೖۚͰ͢ɻ

予算の執行状況

地方債の状況 組合財産状況

ɹɹೖࡀ ༧ֹݱࢉ ऩೖֹࡁ ऩೖ උɹɹɹɹɹߟ
୲ۚٴͼෛ୲ۚ 2ԯ�2��ສԁ 1ԯ1�4�ສԁ �0�0� 	༁
 ҆ฏொɿ1ԯ4�4�ສԁɹްਅொɿ���0ສԁ
ͼखྉٴྉ༺ 2���ສԁ 100�ສԁ ���0� ͝Έॲཧखྉɺେ͝ܕΈॲཧ݊ɺ͝Έାച͍खྉ
ࡒ ࢈ ऩ ೖ �1�ສԁ 0ສԁ 0�0� Ξϧϛɾενʔϧ؈ɺమͣ͘ച͍
܁ ೖ ۚ 10�0ສԁ 0ສԁ 0�0�
܁ ӽ ۚ 0ສԁ �1ສԁ �1224��� 令和̑年܁ӽۚ
ॾ ऩ ೖ ��ສԁ ��ສԁ ����� ී௨༬ܾۚࢉརଉɺ༗ঈೖڌࡳग़ۚɺۚࡁڞࡂ
ࡀ ೖ ߹ ܭ 2ԯ����ສԁ 1ԯ2��1ສԁ 4����

ɹɹग़ࡀ ༧ֹݱࢉ ֹࡁग़ࢧ ߦࣥ උɹɹɹɹɹߟ
ٞ ձ අ 1�ສԁ �ສԁ �0��� ߹ٞձܦඅ
૯  අ 2�42ສԁ 104�ສԁ 41��� අܦࠪҕһ߹අɹࣄ৬һਓ݅අɺہࣄ
Ӵ ੜ අ 2ԯ4��2ສԁ ��40ສԁ ���4� ͝Έॲཧҕୗɺॲཧҡ࣋ཧඅɺখࢢҬෛ୲ۚ
ެ ࠴ අ 2�0ສԁ 14�ສԁ �0�0� Βͷआೖۚͷঈ͔ؐࠃઃඋͷͨΊࢪ
༧ උ අ 100ສԁ 0ສԁ 0�0�
ࡀ ग़ ߹ ܭ 2ԯ����ສԁ 1ԯ140ສԁ �����

۠ɹ ߴɹ

Ұൠഇغॲཧ࠴ۀࣄ
ετοΫϠʔυࢪઃඋۀࣄʢฏ22年
ͷঈؐ 2��ສԁ

Ұൠ࠴ۀࣄ
ʢ令和2年ʣͷঈؐۀࣄઃඋࢪ �4�ສԁ

ܭ߹ 100�ສԁ

ɹݐ  21���1�ᶷ

͡Μ͔͍ॲཧ
ચंԚਫॲཧઃඋ
ετοΫϠʔυʢΩϟϊϐʔʣ
༗ػڅڙηϯλʔ
อݿ

ɹ  ं྆ɹ̐

ެ༻ं
ϗΠʔϧϩʔμʔ
༉ѹγϣϕϧ
ϑΥʔΫϦϑτ

ɹج ۚ ��1�ສԁ ഇغॲཧࢪઃඋۚج

財政状況

ʻ͍߹Θͤʼ ҆ฏɾްਅߦࣄ߹ɹὸ22r�1�1
ॅຽ՝ ொຽੜ׆άϧʔϓʢ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γʣὸ2�r���1

年年࢝ӈهͷͱ͓Γɺ͝Έऩूͱ͡Μևॲ
ཧۀٳͱͳΓ·͢ɻ

12月31日（火）～１月３日（金）
※１月４日（土）から通常どおり

安平・厚真行政事務組合

〈 町 の 機 関 〉
役　場 ☎27‒2321
上厚真支所 ☎28‒2311
厚南会館 ☎28‒2311
総合福祉センター ☎27‒2327
総合ケアセンターゆくり・機能訓練室※ ☎26‒7871
青少年センター・創作館 ☎27‒2495
まちなか交流館 ☎29‒7022
 休み �øù月ùÿʢʣʙ̍月̑ʢʣ

ดؗ࣌࿅ࣨʜøù月ùþʢۚʣøù܇ػ˞

スポーツセンター・スタードーム ☎27‒3775
 休み øù月ú÷ʢ月ʣʙ̍月̐ʢʣ

こぶしの湯あつま ☎26‒7126
øù月úøʢՐʣɾ̍ 月̍ʢਫʣ
ʤೖཋʥø÷࣌ʙøÿ࣌çǸ৯ࣄʥٳΈ
̍月̎ʢʣɾ̍ 月̏ʢۚʣ
ʤೖཋʥø÷࣌ʙù÷࣌
Ǹ৯ࣄʥøø࣌ú÷ʙøû࣌ú÷ɺøþ࣌ʙù÷࣌
ïϥετΦʔμʔ�0લð

〈病　院〉
あつまクリニック ☎27‒2422
厚真歯科 ☎27‒2912
桂歯科クリニック ☎26‒7888
 休み øù月ùĀʢʣʙ̍月̑ʢʣ

〈交　通〉
あつまハイヤー ☎27‒2311
øù月úøʢՐʣøþ࣌·ͰӦۀ
 休み ̍月̍ʢਫʣʙ̍月̑ʢʣ

デマンド交通「めぐるくん」 ☎29‒7710
 休み øù月úøʢՐʣʙ̍月̎ʢʣ

〈 郵 便・金 融 〉
厚真郵便局 ☎27‒2661
૭ ޱ  休み �øù月úøʢՐʣʙ̍月̑ʢʣ
̖̩ ̢  休み ̍月̍ʢਫʣʙ̏ʢۚʣɾ̑ ʢʣ

øù月úøʢՐʣʜ࣌̕ʙøþ࣌Քಇ
̍月̐ʢʣʜ࣌̕ʙøû࣌Քಇ

上厚真郵便局 ☎28‒2360
૭ ޱ  休み øù月úøʢՐʣʙ̍月̑ʢʣ
̖̩ ̢ øù月úøʢՐʣʜ࣌̕ʙøþ࣌Քಇ

̍月̍ʢਫʣʜ࣌̕ʙøû࣌Քಇ
̍月̎ʢʣʜ࣌̕ʙøû࣌Քಇ
̍月̏ʢۚʣʜ࣌̕ʙøû࣌Քಇ
̍月̐ʢʣʜ࣌̕ʙøþ࣌Քಇ
̍月̑ʢʣʜ࣌̕ʙøû࣌Քಇ

軽舞郵便局 ☎28‒2451
૭ ޱ  休み øù月úøʢՐʣʙ̍月̑ʢʣ
̖̩ ̢  休み ̍月̍ʢਫʣʙ̏ʢۚʣɾ̑ ʢʣ

øù月úøʢՐʣʜ࣌̕ʙøþ࣌Քಇ
̍月̐ʢʣʜ࣌̕ʙøù࣌ú÷Քಇ

苫小牧信用金庫　厚真支店 ☎27‒2236
૭ ޱ
̖̩ ̢  休み øù月úøʢՐʣʙ̍月̑ʢʣ

農協厚真支所 ☎27‒2241
૭ ޱ
̖̩ ̢  休み øù月úøʢՐʣʙ̍月̑ʢʣ

農協上厚真ATM ☎27‒2241
̖̩ ̢  休み øù月úøʢՐʣʙ̍月̑ʢʣ

øù月ùÿïðɾøù月ùĀïð ᷂༑ઃඋ ὸ0�0ô2���ô�41�ʢԬాʣ
ὸ0�0ô2��0ô�10�ʢԣʣ

øù月ú÷ï月ðɾøù月úøʢՐʣ ᷃ຊݐઃ ὸ0�0ô���2ô0���ʢ੪౻ʣ
̍月̍ʢਫʣɾ̍ 月̎ʢʣ ᷃ኍ和ۀ ὸ014�ô22ô2101
̍月̏ʢۚʣɾ̍ 月̐ʢʣ ᷂ް৴ిػ ὸ0�0ô1�2�ô�040ʢࡔࣉʣ
̍月̑ʢʣ ᷂ਐۀڵ ὸ0144ô��ô2���

水道凍結時の連絡先
対応可能時間：９時～17時

〈ごみ・くみ取り〉
ごみ（行政事務組合） ☎0145‒22‒3151
 休み øù月úøʢՐʣʙ̍月̏ʢۚʣ

し尿くみ取り（衛生組合） ☎0145‒42‒2120
 休み øù月úøʢՐʣʙ̍月�ʢʣ

年末年始ガイド公共施設等

2024年〔令和６年〕－2025年〔令和７年〕

令和６年12月号 2024年12月号� �



国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
ù÷
歳
以
上
の
国
民
み
ん
な
が
加
入
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
民
年
金
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
４
回
に
分
け
て
、

し
く
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
︑
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
︒

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
︑
国

民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
た
め

に
控
除
証
明
書
を
お
使
い
く
だ
さ

い
︒今

年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
︑
１0
月
25
日

か
ら
１１
月
上
旬
に
か
け
て
順
次
控

除
証
明
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
今
年
１0
月
１
日
か
ら
１2

月
3１
日
ま
で
の
間
に
︑
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
︑

来
年
２
月
上
旬
に
控
除
証
明
書
を

発
送
す
る
予
定
で
す
︒

令
和
６
年
の
社
会
保
険
料︵
国
民
年
金
保
険
料
︶

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
すʤ߇আূ໌ॻʹؔ͢Δ͍߹Θͤʥ

খ年ۚࣄॴὸ0144ô��ô�1��
ͶΜ͖ΜՃೖऀμΠϠϧὸ0��0ô00�ô004
ʢ0�0͔Β࢝·Δి͔Βͷ߹ɿ0�ô���0ô2�2�ʣ

控
除
証
明
書
を
な
く
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
が
︑
再
発
行
で
き

ま
す
か
？

再
発
行
は
可
能
で
す
。
紛
失

な
ど
に
よ
り
再
発
行
が
必
要
な

場
合
は
、「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
「
苫
小
牧
年

金
事
務
所
」
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

再
発
行
の
手
続
き
の
際
に
は
、

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の
を
お
手
元
に
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

の
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
て
い
る
方
は
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
か
ら
い
つ

で
も
再
発
行
の
申
請
が
で
き
ま

す
。

控
除
証
明
書
が
届
き
ま
せ
ん

今
年
中
（
１
月
１
日
か
ら
９

月
ú÷
日
ま
で
）
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
る
の
に
控
除

証
明
書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」

ま
た
は
「
苫
小
牧
年
金
事
務
所
」

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
ø÷
月
１
日
か
ら

øù
月
úø
日
ま
で
の
間
に
、
令
和

６
年
中
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
２
月
上
旬
に
控
除
証

明
書
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

家
族︵
大
学
生
の
子
ど
も
な
ど
︶

の
国
民
年
金
保
険
料
を
私︵
親
︶

が
納
め
て
い
ま
す
︒

ご
自
身
の
社
会
保
険
料
と
合

わ
せ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
や
ご
家
族
の
負
担
す

べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
と
き
は
、
納
め
た
方
が
そ
の

保
険
料
を
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

令
和
６
年
に
13
月
以
上
の
国
民

年
金
保
険
料
を
前
納
し
た
場
合

の
保
険
料
控
除
は
ど
の
よ
う
に

申
告
す
る
の
？

øú
月
以
上
の
前
納
に
よ
り
納

め
た
国
民
年
金
保
険
料
を
所
得

よ
り
控
除
す
る
場
合
は
、
以
下

の
方
法
の
い
ず
れ
か
１
つ
を
選

択
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
全
額
納
め
た
年
に
控
除
す
る

日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ

れ
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
下

部
の
３
年
分
３
枚
の
証
明
書
は
、

切
り
離
さ
ず
添
付
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
申
告
額
は
納
付

済
額
と
な
り
ま
す
。

②
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す

る
額
を
複
数
年
に
控
除
す
る
（
複

数
年
に
分
け
て
申
告
す
る
）

日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ

れ
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
下

部
の
３
年
分
３
枚
の
証
明
書
の

う
ち
、
令
和
６
年
分
の
１
枚
を

切
り
離
し
て
申
告
に
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

控
除
証
明
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

相談・問い合わせ 住民課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26-7871
日本年金機構苫小牧年金事務所　☎0144-36-6135

KOKUMIN NENKIN

令和�年ͷࠃຽ年ۚอݥྉ

月額16,980円 
ೲ࠲ޱৼସ͕ศརͰ͢ɻ·ͨɺલೲ͢ΔͱׂҾ͕
͋Γ·͢ɻৄ͘͠ɺॅຽ՝ொຽੜ׆άϧʔϓʢ૯߹
έΞηϯλʔΏ͘Γʣ·Ͱɻ

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
の
納
付
、
便
利
で
お
得
な
口
座

振
替
も
あ
り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
・

文
書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納
め
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制

徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行

い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付

が
な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ

る
方
の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
住
民
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

残
り
の
２
枚
の
証
明
書
は
、
令

和
７
年
、
令
和
８
年
の
申
告
時
に

使
用
し
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
分
割
し
て
申
告
を
ご
希

望
の
場
合
、
３
年
分
を
３
回
に
分

け
て
申
告
い
た
だ
き
、
分
割
を
申

告
し
た
翌
年
に
残
り
の
分
を
ま
と

め
て
申
告
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ʲྫʳ࠲ޱ�ৼସͰ24Χ月ʢ令和�年̐月ʙ令和�年̏月ʣ��ສ�2�0ԁΛ
લೲͨ͠߹

Γͷʢ1�Χ月ʣΛ·ͱΊͯ令和̓ɺ͠ࠂͷྫͷ߹ɺ令和６年ʹׂͯ͠ਃه্˞
年ʹਃ͢ࠂΔ͜ͱͰ͖·ͤΜɻ令和６年ɺ令和̓年ɺ令和̔年ͷ̏年ʹ͚ͯͷਃࠂ
͕ඞཁͰ͢ɻ

ਃࠂ年 ਃࠂରؒظɾਃֹࠂ
ᶃ令和６年 令和６年̐月ʙ令和６年12月ʢ̕Χ月ʣ

39万7,290円×（９カ月／24カ月）＝14万8,984円
ᶄ令和̓年 令和̓年̍月ʙ令和̓年12月ʢ12Χ月ʣ

39万7,290円×（12カ月／24カ月）＝19万8,645円
ᶅ令和̔年 令和̔年̍月ʙ令和̔年̏月ʢ̏Χ月ʣ

9万7,290円－①－②＝4万9,661円

ᶃ·ͱΊͯਃ͢ࠂΔ

令和６年

ᶄෳ年ʹ͚ͯਃ͢ࠂΔ

令和̓年令和６年

ΓΛ令和̓年ʹ·ͱΊΔ͜ͱͰ͖·ͤΜ×

令和̔年

令和６年12月号 2024年12月号11 10



ৼ౦෦࣌ͷରԠʹ͍ͭͯখ୩ձ͔Β
આ໌Λड͚Δதඪۀҕһձͷօ͞Μ

බͷ২͑ํΛڭΘΔ͜ͲԂͭΈ͖ͷԂͪͨࣇ

தඪொۀҕһձʢຊా৴ձʣͷҰ̓ߦਓ͕10月2�ʹདྷ
ொ͠ɺްਅொۀҕһձʢখ୩和ձʣ͔ ΒࡂͷରԠࡦͳͲΛ
ֶͼ·ͨ͠ɻ
தඪொͰɺւܕߔൃੜ͕֬�0年Ҏʹ�0ˋఔͱ͍

ΘΕ͍ͯͯɺઌਐ͔ΒྫࣄΛֶͿ͜ͱ͕๚ͷతͰ͢ɻ
ҙަݟͰখ୩ձʮൃ͕ࡂੜͨ࣌͠ͷͨΊʹͲͷΑ͏ͳର

Ԡ͕Ͱ͖Δͷ͔ࣄલʹՈͷෛ୲ܰࡦݮΛݕ౼͍ͯͨ͜͠ͱ͕ྑ͔ͬ
ͨɻ͖ى͕ࡂΔલͷࣄલ४උେͰ͢ʯͱઆ໌ɻ·ͨɺւܕߔ
ʹΑΔରࡦͷͨΊɺେنͳՏվमࣄΛਐΊ͍ͯΔͳ
Ͳɺ҆શୈҰͷ·ͪͮ͘ΓͳͲʹ͍ͭͯઆ໌͠·ͨ͠ɻ
͜ͷ͋ͱɺҰߦϚΠΫϩόεͰொڠޫ؍ձͷʮඃࡂΨΠυʯ

ʹࢀՃɻਙେͳඃΛड͚ͨ٢۠ͳͲΛ८Γɺৼ౦෦
ͷݟฉΛਂΊ·ͨ͠ɻ

ৼ૯߹ৼہڵ10月22ɺ٢۠Ͱʮࡂ෮فڵ೦ɹ
͘͞Β২थձʯΛ։͖ɺؔৼہڵΒͱڞʹ͜ͲԂͭΈ͖
ͷԂ1͕ࣇ�ຊͷΤκϠϚβΫϥΛ২͑·ͨ͠ɻ
ಉৼہڵʹΑΔࡩͷබͷ২थ̏年࿈ଓ̏ճͰɺࡔٶ

ொԂࣇɺҬॅຽͳͲ40ਓ͕ࢀՃ͠·ͨ͠ɻԂͨࣇ
ͪɺʮେ͖͘ͳͬͯͶʯͳͲͱ͍ئΛࠐΊͳ͕Βɺஸೡʹ
ΒकΔωοτΛ͔Ίɺࣛͷ৯ݻͷබʹΛ͔͚ͯ౿Έࡩ
͔Ϳͤ·ͨ͠ɻ
ࡩͲ͕ͨͪɺେਓʹͳͬͯ͜ͷࢠʮະདྷΛ୲͏ہؔ

ΛͯݟɺҬΛ͑ࢧΔ୲͍खʹͳΓ͍ͨͱͯͬࢥΒ͑Δ͜
ͱΛ͍ͯͬئ·͢ʯͱ͠ɺࡔٶொʮҭ׆ಈͳͲΛ௨
ͯ͡ɺզʑͷ͕͍࣍ࢥͷੈʹ͔ͬ͠Γͱड͚͍ܧͰΒ͑
ΔΑ͏ʹଉͷ͍औΓΈΛ͍͖ͯ͠·͢ʯͱޠΓ·ͨ͠ɻ

中標津町農業委員会が
災害対応等を学びに来町

胆振総合振興局が吉野地区で
復興祈念の桜を植樹

Ө͢Δᜊ౻ࣾࡱ೦هఆక݁Λऴ͑ڠ

ொͱւಓిྗࣜגձ ʢࣾᜊ౻৾දऔకࣾࣥߦһʣ
10月21ɺแׅ࿈ڠܞఆΛక݁͠·ͨ͠ɻ
ްਅொͷૉԽʹ͚ͨ·ͪͮ͘ΓͷਪਐʹڠಇͰऔΓ

ΈɺҬੑ׆Խૉࣾձͷ࣮ݱΛ͠ࢦ·͢ɻ࿈͢ܞΔ
ͷᶃΧʔϘϯχϡʔτϥϧɾૉͳ·ͪͮ͘Γͷਪਐʹؔ
͢Δ͜ͱᶄްਅொிࣷपลඋʹؔ͢Δ͜ͱᶅொθϩΧʔϘ
ϯɾϏϨοδߏஙʹؔ͢Δ͜ͱᶆொͷಛ࢈͓ΑͼҬ͓͜͠
ʹؔ͢Δ͜ͱͳͲͱ͍ͯ͠·͢ɻ
ݱͷ࣮ࡦΧʔϘϯχϡʔτϥϧ͢ࢦொʮզʑͷࡔٶ

ʹօ͞Μͷ͕ྗڠඞཁෆՄܽͰ͢ʯͱ͠ɺᜊ౻ࣾʮ
Ҭ՝ͷղܾʹ͚ɺ͓ʹཱͯΔΑ͏ਚྗ͍ͨ͠ʯͱޠΓ·
ͨ͠ɻ

町と北海道電力株式会社が
包括連携協定締結

ொ10月�1ɺްਅ֗ࢢͷՖஃͰɺՖͷൈ͖औΓۀ࡞Λ
ɻͨ͠·͍ߦ
ࢀձঁੑ෦ɺொ৬һ2�ਓ͕ɺՖϑϨϯζʹۀ࡞
Ճ͠·ͨ͠ɻ�4Χॴ͋ΔՖஃͷҰ෦Ͱɺ·͖ͩΕ͍ʹՖ͕
࡙͍͍ͯͨͨΊɺࢀՃऀ໊੯ͦ͠͏ʹՖΛൈ͖औͬͨޙɺ
ͳΒ͠Λ͠ͳ͕Β࿏ݞͳͲʹͨ·ͬͨރΕ༿Ұॹʹճऩ͠
·ͨ͠ɻ

厚真市街地花壇で冬支度

౧৭ͷࢠͪΌΜͪΌΜ͜Λணͯ
Ө͢Δ͞Μࡱ೦ه

େܕՖஃͷՖΛൈ͖औΔࢀՃऀ

ળߦΛड͚औΔখྛҰཧࣄ

ொ10月2�ɺ৽ொ۠ͷढ़͞ࢠΜʹඦणͷॕ͍ͳͲΛଃ
Γ·ͨ͠ɻ
͞Μɺ̎உ̐ঁͷঁͱͯ͠ژொͰੜɻொͷఇࠃੴ༉ʢ
Ͱଞࡀ༤͞Μʢ�1࢜͠ɺ৬һͩͬͨۈһͱͯ͠ࣄʣͷ࣌
քʣͱ݁ࠗͯ̏͠ਓͷࢠͲʹܙ·Ε·ͨ͠ɻ
ॕ͍ɺࡔٶொ͕͞ΜͷࣗΛ๚Εͯଃఄ͠·ͨ͠ɻࡔٶ
ொʮ͜Ε͔Βɺ͓ମΛେࣄʹͯ͠ੜ͖͍ͯͩ͘͠͞ʯͱݴ
༿Λ͔͚ͯख͢ͱɺ͞Μʮ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·͢ʯͱ಄ΛԼ
Ө͠·ͨ͠ɻࡱ೦ࣸਅΛهʹҰॹࢠ೦Λड͚औΓɺهͯ͛

新町の伴俊子さんに町が百寿の祝い品贈呈

ަࠩͰަ௨҆શ͢ൃܒΔࢀՃऀͷօ͞Μ

ౙͷަ௨҆શӡಈॳͷ11月1�ɺްਅ֗ࢢͰʮηʔ
ϑςΟίʔϧ͋ͭ·ʯʢொަ௨҆શਪਐҕһձओ࠵ʣ͕ ΘΕɺߦ
ͼ͔͚·ͨ͠ɻݺՃऀͨͪަ௨҆શΛࢀ
ౙͷަ௨҆શӡಈͷॏɺᶃาऀߦ༏ઌҙࣝͷపఈ҆
શͳԣஅํ๏ͷ࣮ફʹΑΔาऀߦͷނࣄࢭᶄεϦοϓࣄ
ͱશ੮γʔτϕϧτண༻ͷపఈᶅҿञӡసͷࠜઈͰ͢ɻࢭނ
֗಄ൃܒʹɺொͷۀࣄॴஂମɺொ৬һͳͲ�0ਓ͕ࢀ
Ճ͠·ͨ͠ɻൃܒલʹߦΘΕͨηϨϞχʔͰɺಉҕһձ෭ձ
ͷ෭ொʮࠓ年ޙ࠷ͷ֗಄ൃܒͰ͢ɻօ͞Μͷ͓ྗ
Λ͓आΓ͠ɺަ௨҆શӡಈͷػӡΛߴΊͯܧଓ͢ΔͨΊɺҾ
͖ଓ͖͝ྗڠΛ͓͍͠ئ·͢ʯͱ͍͋ͭ͞͠·ͨ͠ɻ

ொ11月1�ɺখ৴༻ۚݿຊళʢখࢢʣΛ๚ΕɺখྛҰཧ
Λଃఄ͠·ͨ͠ɻߦʹળࣄ
ಉ৴༻ۚݿɺʮ͜͜ͰΒͤΔʯͱࣗ৴͕ͯ࣋Δ࣋ଓՄͳͮࣄ
͘Γۀࣄͱͯ͠ɺ令和̑年ͷۀا൛;Δ͞ͱೲ੫੍ʹΑΔଟֹͷد
Λ͍ߦ·ͨ͠ɻۀا൛;Δ͞ͱೲ੫੍ʹΑΔد̏ճͰɺ11
月22ʹ令和６年ͷۀا൛;Δ͞ͱೲ੫੍ʹΑΔಉۀࣄͷ৽
ͨͳد͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
෭ொʮ͜Ε·ͰͷળҙΛؚΊͯ৺͔Β͍ͯ͠ँײ·͢ɻҬ
ʯ͢·͖͍ͩͨͯͤ͞༺׆ʹͳͲۀࣄԽͷͨΊɺϩʔΧϧϕϯνϟʔੑ׆
ͱ͓ྱΛड़ΔͱɺখྛཧࣄʮҬ͕গ͠ͰؾݩʹͳΔΑ͏ɺا
ͱͯ͠Ԡԉ͍ͯ͠·͢ʯͱ͠·ͨ͠ɻۀ

厚真市街地で交通安全呼びかけ

町が苫小牧信用金庫に善行賞を贈呈

令和６年12月号 2024年12月号1� 12



■
見
学
旅
行
︵
10
月
16
日
~
19
日
︶

３
泊
４
日
の
日
程
で
、
広
島
県
や
京
都

府
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
広
島
県
で
は
、

宮
島
（
厳
島
神
社
）
を
見
学
し
、
平
和
記

念
公
園
の
原
爆
資
料
館
で
千
羽
鶴
を
奉
納

し
て
平
和
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
最
終

日
は
、
全
員
で
京
都
の
観
光
名
所
の
清
水

寺
と
金
閣
寺
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
今
後
の
学
校
生
活
に
生
か
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

■
防
災
教
室
︵
10
月
22
日
︶

５
、６
校
時
に
体
育
館
で
防
災
教
室
を

行
い
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
東
北
学
院
大

学
の
定
池
祐
季
様
を
招
き
、
全
校
生
徒
þ÷

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
を
通
じ
て
、

胆
振
東
部
地
震
や
実
際
に
発
生
し
た
災
害

事
例
を
も
と
に
、
身
の
回
り
の
「
備
え
」

に
つ
い
て
見
直
し
、
自
分
が
で
き
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

■
厚
真
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︵
10
月
25
日
︶

町
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、
１
年
生
が
厚

真
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
町

内
の
各
事
業
所
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
こ
と
で
勤
労
観
を
学
び
、
職
業
体
験
学

習
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
町
職
員

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々
と
対
話
し

ま
し
た
。

■
総
合
探
究
成
果
発
表
会
︵
10
月
31
日
︶

５
、６
校
時
に
本
校
体
育
館
で
、
３
年
生

が
総
合
的
な
探
究
成
果
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
３
年
間
通
じ
て
地
域

の
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
探
究
学
習
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
生
徒
は
、
８
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
発
表
し
、
参
加
さ
れ
た
役
場

職
員
や
町
教
委
の
方
々
、
在
校
生
か
ら
積

極
的
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
職
場
体
験
学
習
︵
11
月
６
日
~
８
日
︶

２
年
生
を
対
象
に
町
内
や
苫
小
牧
市
の

各
企
業
に
出
向
き
、
職
場
体
験
学
習
を
実

施
し
ま
し
た
。
よ
り
進
路
を
見
据
え
て
、

実
際
に
職
場
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
そ
の

職
業
の
役
割
や
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
へ

の
貢
献
を
し
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
３
日
間
の
職
業
体
験
を

通
じ
て
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
る
素
晴
ら
し
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

■
生
物
授
業
の
校
外
学
習
︵
11
月
８
日
︶

む
か
わ
町
穂
別
で
、
３
年
生
の
校
外
学

習
を
実
施
し
ま
し
た
。
穂
別
博
物
館
を
見

学
し
、
学
芸
員
の
方
か
ら
、
古
生
物
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
生
物
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
穂
別
川
近

く
で
化
石
発
掘
体
験
も
行
い
、
化
石
を
発

見
で
き
た
生
徒
は
大
喜
び
で
し
た
。

Vol.300
ͷऔΓΈߍֶ
ϗʔϜϖʔδͰʂ

ʮΑΓΈֶͪࣷʯ
ްਅߍߴͱҬ͕
࿈͠ܞͳ͕Β
์՝ޙΛར༻ͯ͠

ੜె͕ࣗΒඪΛൃ͠ݟ
ઓ͢ΔެӦक़Ͱ͢ɻ

苦労の先に
ʮΑΓΈֶͪࣷʯɺްߴੜͷ์՝ޙͷ׆ಈࢧԉ
͚ͩͰͳ͘ɺશֶ年ͰҬͱͷͭͳ͕Γ͔ΒֶͿ
ʮ૯߹తͳ୳ڀͷؒ࣌ʯͷतۀΛࢧԉ͍ͯ͠·͢ɻ

͜ͷ͏ͪ̏年ੜࠓळɺूେͱͳΔ୳ڀՌൃදձʹॳΊͯΈɺࣄݟͳΛΈͤ
ͯ͘Ε·ͨ͠ɻ
तۀɺάϧʔϓͰڠ͏ߦಇܕͷֶश׆ಈͰɺੜెࣗΒ͕年͔͚ͯ՝Λཱͯɺࣗ

ͨͪͳΓͷղܾࡦΛಋ͖·͢ɻॳΊͯ͢ݧܦΔֶश׆ಈͩͬͨͨΊɺށ͍ͱۤ࿑ͷ
࿈ଓͰͨ͠ɻʮͳ͔ͳ͔՝ཱ͕ͯΒΕͳ͍ʯɺʮԿ՝ͷมߋΛ܁Γฦͯ͠͠·ͬͨʯɺ
ʮҬͷํͷΠϯλϏϡʔͰฉ͖͍ͨ͜ͱ͕͏·͑͘ΒΕͳ͍ʯɺʮຊʹղܾࡦʹͳͬ
ͨͷͩΖ͏͔ʯʜɻԿ౻ͱ͖߹͍ɺϋʔυϧΛΓӽ͑·ͨ͠ɻ
10月�1ʹҬͷํΛট͖ɺશߍੜెΛલʹ୳ڀ

Ռൃදձ͕։͔Ε·ͨ͠ɻൃදΛऴ͑ͨ̏年ੜ͔Β
ʮҬͷਓͱަྲྀ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͯྑ͔ͬͨʯɺʮࣗ
ࣗΛ͑ߟΔػձʹͳͬͨʯɺʮྗ͕ଞͷਓʹ๙Ί
ΒΕͯϞνϕʔγϣϯ͕Ξοϓͨ͠ʯͳͲɺࣗ৴ʹຬ
༿͕ฦ͖ͬͯ·ͨ͠ɻݴͨͪ
औΓʹۀՃ͠·͕ͨ͠ɺतࢀɺऀͱͯ͠ࢲ

ΉੜెͨͪͷมԽ৽ͨͳൃ͖ڻʹݟͷ࿈ଓͰɺࣦഊ
ઓΛ܁Γฦ͠ͳ͕Β͢Δްߴੜͷتʹ࢟ͼΛ
ߍΔޫʹಋͨ͘Ίʹɺֶ͑ݟʹɻۤ࿑ͷઌͨ͠·͡ײ
֎Ͱްߴੜ͕҆৺ͯ͠ઓͰ͖ΔॴΛఏ͠ڙ·͢ɻ

தɹࢁԉһɹࢧҭັྗԽڭ

୳ڀՌൃදձͰ
࣭ٙʹԠ͑Δ̏年ੜ

্ްਅখֶ６ߍ年٠
͖ͪ͘
 ܙ

͚͍ ͱ
Μ͞

Γ͖͞
࡚ 

ΓΜ
͞Μ

厚真町で活動している地域おこし協力隊をご紹介！

現在活動している協力隊〈11月末現在〉

ۀ ˜10ਓɹɹڭҭັྗԽ ˜̏ਓ
ܕۀى ˜10ਓɹڠಇܕ ˜̕ਓ

—これまでどのような経験を積んできましたか？
ʹ༑ਓͨͪͱϩοΫόϯυΛ݁ͯ͠υϥϜ࣌ߍߴ

Λ୲͍ͯ͠·ͨ͠ɻߍߴΛଔޙۀɺϝδϟʔσϏϡʔ
ͷເΛ্͍͔͚ͯ͠ژ·ͨ͠ɻ౦ژͰͷ̐年ؒɺ
ΞϧόΠτΛ͠ͳ͕ΒϥΠϒ׆ಈʹྭΜͰ͍·͕ͨ͠ɺ
ͳ͘ເΛ͖͋ΒΊւಓʹΓํ໘ɻʹ࣮ݱ͍͠ݫ
·ͨ͠ɻ৬܇ۀ࿅ֶߍͰهΛֶͼɺهೋݕڃఆ
Λड͚ͯ߹֨ɻ৬܇ۀ࿅ֶߍͰهͷࢣߨΛ年ؒΊ
ͨ͋ͱ੫ཧࣄ࢜ॴͰ̕年ؒಇ͖ɺͦͷޙɺཙثػͷ
༌ೖࣾͰ̏年ؒࡒܦཧΛ୲͠·ͨ͠ɻ
―農家になろうと思ったきっかけは？ 
ΛӦۀͷ࣮ՈҎલɺٛཧͷ͕࠺Δ͋ʹࢢఉܙ

ΜͰ͍·ͨ͠ɻՈͰ༡ͼʹ࣌ͨͬߦʹۀ࡞ʹ৮ΕΔ
Λͯ͠ۀ࡞ͲͨͪͱҰॹʹࢠձ͕ͨ͘͞Μ͋Γɺػ
ҭͯͨ࡞Λऩ͓͍֭ͯ͘͠͠৯Δͱ͍͏͕ݧܦͱͯ
ָ͘͠ɺۀΛࣄʹͰ͖ͨΒ͍͍ͳͱ͏ࢥΑ͏ʹͳ

Γ·ͨ͠ɻޙࠓɺࢠͲ͕ͨͪ৯ΔͷʹࠔΒͳ͍ͨ
ΊʹࣗͨͪͰ৯ྉΛ࡞ΕΔΑ͏ʹͳΓ͍ͨ͠ɺඇৗ࣌
ͷͨΊʹඋ͓͚ͯ͠ΔΑ͏ʹͳΓ͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ
―なぜ厚真町で新規就農を？
৽نबͷใऩूͷͨΊʹɺ৽نबϑΣΞʹࢀՃ

͠·ͨ͠ɻްਅொͷϒʔεͰઆ໌Λฉ͍ͨࡍͷͳର
Ԡ͕ҹతͰɺੜ͢࢈Δ࡞ʹࣗ༝͕͋Γͦ͏ͩͬͨ
ͷͰްਅொͰब͍ͨ͠ͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻࡏݱɺொͷ
मͰ΄͏ΕΜɺΧϘνϟɺϒϩοίϦʔͳͲͷݚ
ҭɺϏχʔϧϋεͷཧํ๏ͳͲʹֶ͍ͭͯΜͰ͍
·͢ɻػۀցͷํ͍࡞ͷҭͯํֶ͕ΔͷͰͱ
ָ͍ͯ͠Ͱ͢ɻ
―将来はどんな農家を目指しますか？
࡞ͷͷมԽΛݟͳ͕ΒҭͯΔ͜ͱ͕͖ͳͷ

Ͱɺҭ͕ؒظ͘ɺͬ͘͡Γҭͯͯऩ֭͢Δ࡞Λ
ੜ͍͖͍ͨͯ͠࢈Ͱ͢ɻϝϩϯɺͭ͞·͍ɺΞεύϥ
Ψεͷੜ࢈Λֶͼɺ·ͣۀͰੜܭΛཱͯΒΕΔΑ͏
ʹͳΔ͜ͱ͕ඪͰ͢ɻͦͷޙɺࣗಈऩ֭ػΛಋೖ͢Δ
ͳͲɺۀͷ̞̩ԽΛͨͤࢦΒ͍͍ͳͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ

高
たか

本
もと

幸
ゆき

将
まさ

さん

農業支援員

ணɿ令和６年̐月ʢ̍年ʣ
ग़ɿ໊ࢢد

ްਅொͱΈͳ͞ΜͷؔΛͭͳ͙Σϒ
αΠτʮ͋ͭ·ͷ͓ͱʯͰɺҬ͓͜
ͷใΛ͡Ίɺொͷʮώτɾୂྗڠ͠
ίτɾϞϊʯɺʮઓͱग़ձ͍ʯͷใΛ
ൃ৴͍ͯ͠·͢ɻ
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健診・検診・相談・教室など
乳幼児相談

対 象 ２カ月から１歳２カ月まで
と き １月17日（金）　10時～11時15分（受付）
と こ ろ 厚南子育て支援センター
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル

献血

と き
１月28日（火）　
①９時30分～11時30分
②13時～16時30分

と こ ろ 総合ケアセンターゆくり

と き １月17日（金）
10時～15時（１人あたり50分程度）

と こ ろ 総合ケアセンターゆくり

申し込み １週間前までに健康推進グループに
お申し込みください。

こころの相談
心身ともに、こんな変化はありませんか？
・眠れない
・人の視線が気になる
・人に会いたくない
・以前よりイライラする
・何事にも集中できない
・日常生活に支障が出るほどお酒を飲む　など
ストレスなどからくるこころの危険信号かもしれません。
臨床心理士が、本人やご家族のこころの健康や子育ての
悩みを抱える親御さんの相談に応じます。
一人で抱え込まずに、ぜひご相談ください。

日 程 病　　院　　名 住  所（苫小牧市） 電話(0144)
１日（水） 苫小牧消化器外科 北栄町3–5–1 51－6655
２日（木） とよた腎泌尿器科クリニック 元中野町2–17–12 31－2000
３日（金） とまこまい脳神経外科 光洋町1–12–20 75－5111
５日（日） 光洋いきいきクリニック 光洋町1–16–16 71－2700
12日（日） 同樹会苫小牧病院 新中野町3–9–10 36－1221
13日（月祝） 苫小牧泌尿器科・循環器内科 明野新町2－1－12 57－0455
19日（日） 苫小牧日翔病院 矢代町2－9－13 72－7000
26日（日） ケーアンドエークリニック 日新町2－6－1 71－2000

1月の夜間・日曜・祝日の医療機関

˞มߋʹͳΔ߹͕͋Γ·͢ɻපӃ৽ฉͳͲͰࣄલʹ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

外科系
苫小牧市夜間休日急病センター

住　　所 苫小牧市旭町2–9–2
電　　話 0144–32–0099 

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
日曜祝日 ９時～翌朝7時

内科・小児科系 ྍؒ࣌ɿ̕ ࣌�d1࣌

保健所の相談
͍߹Θͤɹখอ݈ॴ ὸ0144ô�4ô41��

相 談 ・ 検 査 の 名 称 日　程
女性の健康相談

１月20日（月）妊娠、出産、子育てなど女性の心身
の相談
肝炎ウィルス検査・梅毒検査

１月７日（火）
１月21日（火）感染が疑われる方は無料

（要事前確認）
骨髄バンク登録 要事前予約

（随時受付）登録の基準があります
ＨＴＬＶ－１抗体検査

１月21日（火）
10日前までに予約してください
ＨＩＶ検査（エイズ相談） １月７日（火）

１月21日（火）無料、匿名検査（要事前確認）
エイズ専用電話☎0144-35-7474

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp　☎0120-20-8699　☎011-221-8699(携帯·PHSから)

北海道救急医療・広域災害情報システム

住民課 健康推進グループ　☎26‒7871（総合ケアセンターゆくり内）

こどもの予防接種

予約時は、予防接種専用サイトで接種対象であるかどうかを確認してください。専用サイトと母子健康手帳の接種履
歴に相違がある場合などは、住民課健康推進グループ（保健師）までご連絡ください。

接 種 日
未 就 学 児 水 曜 日 14時～15時（この時間は一般診療休み） 予防接種

専用サイト
小 学 生 ～19歳 月・ 金 曜 日 ９時～12時、14時～17時

水 曜 日 ９時～12時、15時～17時
予 約 / 受 付
接 種 場 所

あつまクリニック　☎ 27–2422　京町15
前の週の金曜日までに予約が必要です〈予約受付時間:９時～12時、15時～17時〉

持 ち 物 母子健康手帳、予診票

対象者 標準的な接種期間と回数
ロタウイルス（１価） ੜ６ޙʙ24िະຬ ùþҎ্͚͋ͯ̎ճɹ˞̍ճ14ि６·Ͱʹछ

B 型 肝 炎 ੜ̎ޙΧ月ʙ̍ ະຬࡀ ïॳճðùþҎ্͚͋ͯ̎ճ
ʢՃʣ̍ ճऴ͔ྃޙΒù÷िҎ্͚͋ͯ̍ճ

ヒ ブ（※1） ੜ̎ޙʙý÷Χ月ະຬ ʢॳճʣ�ੜ̎ޙʙ̓Χ月ະຬʢùþҎ্͚͋ͯ̏ճʣ
ʢՃʣॳճ̓ޙʙ1�Χ月͚͋ͯ̍ճ

小児肺炎球菌 ੜ̎ޙʙý÷Χ月ະຬ ʢॳճʣ�ੜ̎ޙʙ̓Χ月ະຬʢ2�Ҏ্͚͋ͯ̏ճʣ
ʢՃʣ�ੜޙøùʙøüΧ月ະຬʢॳճޙý÷Ҏ্͚͋ͯ̍ճʣ

四 種 混 合（※1）
（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ） ੜ2ޙʙĀ÷Χ月ະຬ ʢॳճʣ�ੜ̎ޙʙøùΧ月ະຬʹù÷ʙüý͚͋ͯ̏ճ

ʢՃʣॳճޙøùʙøÿΧ月͚͋ͯ̍ճ

五 種 混 合（※2）
（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ・ヒブ）ੜޙùʙĀ÷Χ月ະຬ

ʢॳճʣੜ̎ޙʙ̓Χ月ະຬʹɺù÷ʙüý͚͋ͯ̏ճ
ʢՃʣॳճ６ʙøÿΧ月͚͋ͯ̍ճ

二 種 混 合
（ジフテリア・破傷風） 11ʙ1ࡀ�ະຬ Ͱ̍ճࡀ11

B C G ੜ̑ޙΧ月ʙ̍ ະຬࡀ ੜ̑ޙʙ�Χ月ະຬʹ̍ճ

ＭＲ混合
（麻しん・風しん）

ʢ 12ʙ24Χ月·Ͱޙʣੜظ̍
ʢ̎ظʣ年ࣇ૬ʢबֶલͷ̍ 年ؒʣ̍ظɺ̎ ͱʹ̍ճظ

水痘（水ぼうそう） ੜ12ޙʙ��Χ月ະຬ
˞͢ͰʹጶࡁױΈͷ߹ର֎

	ॳճ
ੜޙøùʙøüΧ月ະຬʹ̍ճ
	Ճ
ॳճ６ޙʙøùΧ月͚͋ͯ̍ճ

おたふくかぜ（任意） Ҏ্ࡀ̍
˞͢ͰʹጶࡁױΈͷ߹ର֎

Ҏ্Ͱ̍ʙ̎ճࡀ̍
˞ொಠࣗͷॿʹΑΓ̍ ʙ̏ Ͱͷॳճ·ࡀ ճ̍ͷΈແྉ

日 本 脳 炎
ʢ ６Χ月ʙ̓ޙʣੜظ̍ ６Χ月ະຬࡀ
ʢ̎ظʣ̕ ʙ1ࡀ�ະຬ
˞�ಛྫରऀ20ࡀະຬ·Ͱ
छՄ

ʢ̍ظॳճʣ̏ ɿ６ʙùÿ͚͋ͯ̎ճࡀ
ʢ̍ظՃʣ̐ ɿ�̍ࡀ ̍年͚͋ͯ̍ճޙॳճऴྃظ
ʢ̎ɹɹظʣ̕ ɿ̍ࡀ ճ

ＨＰＶ
（ヒトパピローマウイルス）

（9価）

খֶ６ߍ年ੜʙ̍ߍߴ年ੜ૬ͷ
ࢠঁ

தֶ̍年ੜ	�Χ月͚͋ͯ̎ճ

˞̍ճͷछ͕øüࡀΛ͑ͨ߹̏ճ
	̎Χ月Ҏ্͚͋ͯ̎ճछͨ͠ޙɺ̍ ճ͔Β６Χ月Ҏ
্͚͋ͯ̍ճ


（※1）令和６年３月31日までに接種を開始している方は、同じワクチンで接種を終えてください。
（※2）令和６年４月１日から新たに接種を開始する方は、五種混合ワクチンが適用されます。（ヒブおよび四種混合は対象外）

①１歳６カ月児　②３歳児健診

対 象 ①令和５年５月28日～令和５年7月22日生まれ
②令和３年11月28日～令和４年1月22日生まれ

と き 1月22日（水）　※個別にご案内します。 と こ ろ 総合ケアセンターゆくり
持 ち 物 母子健康手帳、歯の健康ノート、バスタオル、歯ブラシ、アンケート、早朝尿（②のみ）

令和６年12月号 2024年12月号1� 1�



健康情報
住民課 健康推進グループ　☎26-7871

（総合ケアセンターゆくり内）

冬に気をつけたい血圧の変動

柿
かきざき

崎 瞳
ひとみ

担  当
保 健 師

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
の
時

期
に
気
を
つ
け
た
い
の
が
、
寒

暖
差
に
よ
る
血
圧
の
変
動
で

す
。急

激
な
血
圧
の
変
動
は
、
年

代
に
か
か
わ
ら
ず
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要

で
す
。

血
圧
と
は
、
心
臓
か
ら
送
り

出
さ
れ
た
血
液
が
、
血
管
の
壁

を
押
す
力
の
こ
と
。
心
臓
は
全

身
へ
血
液
を
送
り
出
し
、
送
り

出
さ
れ
た
血
液
は
血
管
を
通
っ

て
身
体
の
隅
々
へ
と
届
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
血
圧
は
一
日
の
中

で
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま

す
。
血
管
の
収
縮
や
血
液
量
の

増
加
で
血
圧
は
上
が
り
、
逆
に

血
管
の
拡
張
や
血
液
量
の
減
少

で
血
圧
は
下
が
り
ま
す
。
血
圧

の
変
動
で
動ど
う
き悸
や
め
ま
い
、
立

ち
く
ら
み
、
頭
痛
等
の
症
状
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人

に
よ
っ
て
無
症
状
の
こ
と
も
多

い
で
す
。

な
ぜ
血
圧
の
変
動
に
気
を

つ
け
た
ほ
う
が
い
い
の
？

血
圧
は
毎
日
変
動
し
ま
す
。

特
に
冬
は
、
屋
内
と
屋
外
を
は

じ
め
、
室
内
で
も
部
屋
と
脱
衣

所
・
浴
室
や
ト
イ
レ
等
に
移
動

す
る
際
に
急
激
な
気
温
の
変
化

が
生
じ
、
血
圧
の
変
動
に
影
響

し
ま
す
。
血
圧
の
変
動
が
何
度

も
繰
り
返
さ
れ
る
と
心
臓
に
負

担
が
か
か
り
、
脳
梗
塞
・
心
筋

梗
塞
等
の
病
気
を
発
症
し
ま

す
。
こ
れ
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

と
言
い
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
血
圧
の
変
動
は
、
高

血
圧
の
有
無
に
限
ら
ず
ど
ん
な

人
で
も
起
こ
り
ま
す
。
症
状
が

無
い
場
合
も
多
い
た
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
気
を

つ
け
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
高
齢
者
、
高
血
圧
・
糖

尿
病
・
動
脈
硬
化
が
あ
る
方
、

肥
満
の
方
は
寒
暖
差
の
影
響
を

受
け
や
す
い
の
で
特
に
注
意
し

て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

例
と
し
て
、
冬
の
入
浴
に
つ

い
て
挙
げ
ま
す
。
冬
は
浴
室
や

脱
衣
所
の
気
温
が
低
く
な
り
ま

す
。
暖
か
い
部
屋
か
ら
お
風
呂

に
入
ろ
う
と
し
て
気
温
の
低
い

浴
室
等
に
行
く
と
、
自
律
神
経

の
働
き
に
よ
っ
て
身
体
の
熱
を

逃
が
さ
な
い
よ
う
に
血
管
が
収

縮
し
、
血
圧
が
上
が
り
ま
す
。

そ
の
後
、
浴
槽
に
つ
か
る
と
、

熱
い
湯
で
血
管
が
広
が
り
血
圧

が
下
が
り
ま
す
。
特
に
、
寒
い

日
の
入
浴
は
、
短
時
間
で
血
圧

の
変
動
が
繰
り
返
さ
れ
る
た

め
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
生
じ

や
す
く
な
り
ま
す
。

生
活
の
中
で
ひ
と
工
夫
を
し

て
、
病
気
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

良
い
？

予
防
策
は
以
下
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

■
短
時
間
で
も
屋
外
へ
行
く
時

に
は
防
寒
対
策
（
手
袋
・
マ
フ

ラ
ー
・
帽
子
な
ど
）
を
す
る

■
入
浴
の
際
は
事
前
に
浴
室
や

脱
衣
所
を
暖
め
る
（
浴
槽
に

湯
を
入
れ
る
時
に
、
高
い
位
置

か
ら
シ
ャ
ワ
ー
で
給
湯
し
蒸
気

で
浴
室
内
を
暖
め
る
）

■
お
風
呂
に
入
る
こ
と
を
家
族

に
知
ら
せ
て
お
く

■
浴
槽
に
入
る
時
は
か
け
湯
を

し
て
入
り
、
浴
槽
か
ら
出
る
時

は
ゆ
っ
く
り
と
あ
が
る

■
ト
イ
レ
に
暖
房
器
具
を
設
置

す
る

移
動
す
る
部
屋
・
浴
室
等
を

同
程
度
の
気
温
に
す
る
、
身
体

が
気
温
に
慣
れ
る
時
間
を
作
る

こ
と
で
予
防
が
で
き
ま
す
。

寒
暖
差
の
あ
る
場
所
へ
の
往

来
で
、
震
え
や
め
ま
い
、
立
ち

く
ら
み
、
頭
痛
等
の
症
状
が
生

じ
た
場
合
は
、
動
か
ず
に
安
静

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
激
し

い
胸
の
痛
み
・
嘔
吐
・
頭
痛
等

が
生
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
家

族
な
ど
周
囲
の
人
に
助
け
を
求

め
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
工
夫
を
し
て
血
圧
の

急
激
な
変
動
を
防
ぎ
、
健
康
的

な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
血
圧
と
は
？

も
し
も
体
調
が

悪
く
な
っ
た
ら
…

今月のテーマ

厚真子育て支援センター ☎27－2438　ژொ1�2ʢ͜ͲԂͭΈ͖ʹซઃʣ
厚南子育て支援センター ☎28－3155　্ްਅ2��Ȃ�ʢٶͷ͜ͲԂʹซઃʣ
ԉηϯλʔ·ͰࢧҭͯࢠΈձͱͳΔࠐͳͲͷਃ͠࠲ߨ˞

ਃ͠ࠐΈɾ͍߹Θͤɾ༧ɾ૬ஊ

・自由開放　・子育て相談（※要事前連絡）…月曜～金曜日　９時～12時、13時～15時
・サークル活動（※予約制）…月曜～金曜日　13時～15時

1月の よてい
子育て支援センター

子育て講座  楽しく学ぼう「親子のあそび」
内　容： 前半：手遊び、わらべうた、体を使っ

た遊びほか、後半：子育てミニ講座
日　時： １月20日(月)　10時～10時45分
場　所：厚南子育て支援センター
申し込み： １月14日（火）まで

子育て講座   特別講座 子どもの発達を促すスキンシップ法
内　容： 理学療法士の視点から子どもの発達に合った関わ

り方や発達を促すスキンシップ法を学びます。
日　時： １月28日(火)　10時～11時
場　所：厚真子育て支援センター
定　員：７組
申し込み： １月21日（火）まで

Helloえいご・えいごであそぼう
10時～10時30分

ＡＬＴの先生と遊びを通じて英語に触れることができます。
開催日は情報誌をご覧になるか、各センターにお問い合わせください。

簡単にできるこっくり甘い　クリームコーンスープ

͍߹Θͤ
ॅຽ՝�݈߁ਪਐάϧʔϓʢ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γʣɹὸ2�Ȃ���1

ᶃۄωΪɺχϯδϯɺδϟΨΠϞ֯Γʹ͢Δɻ
ᶄ�ುʹᶃͱਫΛͻͨͻͨʹೖΕͯࣽΔɻೈΒ͔͘ͳͬͨΒ
ίϯιϝɺΫϦʔϜίʔϯ؈ɺڇೕΛೖΕͯࣽΔɻ
ᶅثʹΓɺס૩ύηϦΛ;ΓೖΕΔɻ

ΫϦʔϜίʔϯ؈ɹ200H
ݸωΪɹɹɹɹɹɹ1�2ۄ
χϯδϯɹɹɹɹɹ20H
δϟΨΠϞɹɹɹɹ2ݸ

ೕɹɹɹɹ200Hڇ
ίϯιϝɹɹ4H
૩ύηϦɹదྔס

材　料
（４人分）目指そう野菜１日350ｇレシピ

̍ਓɹྔʜ1�0LDBM�৯Ԙ૬ྔʜ0��H� ࡊʜ�0H� ৯ણҡʜ���H

ίʔϯεʔϓʹࠜྨࡊΛ
ೖΕΔ͜ͱͰ

̍�̐ͷ৯ણҡྔΛ
ͱΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ʂ
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防災のページ
͍߹Θͤɹ૯՝�ใࡂάϧʔϓ�ὸ2�ô24�1

災害時の子どもの
食物アレルギー予防について

ΞϨϧΪʔରԠͳͲͷಛघ৯खʹೖΓʹ͘͘ͳΓʹ࣌ࡂ
·͢ɻྫ͑ɺ౦ຊେࡂͰͷΞϯέʔτʹΑΔͱɺ̍िؒҎ্
ΞϨϧΪʔରԠ৯͕खʹೖΒͳ͔ͬͨํ͕Ҏ্ΛΊɺதʹ
̍Χ月Ҏ্ೖखͰ͖ͳ͔ͬͨͱճͨ͠ํ͍·ͨ͠ɻ৯Ξ
ϨϧΪʔ͕͋Δ͓͞ࢠΜΛ͓ͪ࣋ͷ͝Ոఉɺࡂʹඋ͑ͯΞϨϧ
ΪʔରԠ৯ΛετοΫ͓͖ͯ͠·͠ΐ͏ɻ

ͷ৯ΞϨϧΪʔରԠ৯ɺ̎िؒͷඋ͕͋Δͱ࣌͠ࡂ
ͷ͛·͢ɻϩʔϦϯάετοΫ๏ͳͲΛ׆༻ͯ͠උ͠·͠ΐ͏ɻ
ϩʔϦϯάετοΫ๏ͱৗ৯͍ͯΔΊΜྨ٧؈ɺΠϯελ
ϯτΈͦोͳͲΛগ͠ଟΊʹങ͍ஔ͖͠ɺຯݶظͷ͍ݹͷ͔Β
ফඅ͠ɺ৯ͨΒͦͷΛิॆ͍ͯ͘͠ํ๏Ͱ͢ɻʮ͑Δˠ৯
Δˠิॆ͢Δʯ͜ͱΛ܁Γฦ͠ͳ͕ΒҰఆྔͷ৯͕උ͞Ε͍ͯ
Δঢ়ଶΛอͪ·͢ɻ

ආॴͰੜ͢׆Δ߹ɺ৯ΞϨϧΪʔ͕͋Δ
͜ͱΛ͓͖͑ͯ·͠ΐ͏ɻ৯දࣔج४ͰఆΊΒ
ΕΔʹɺΤϏɺΧχɺ͘ΔΈɺখഴɺͦɺཛɺ
ೕɺམՖੜʢϐʔφοπʣͷ̔ʢҎԼʮಛఆࡐݪ
ྉʯͱ͍͏ʣ͕ ΒΕɺදࣔΛਪ͢ΔʹɺΞʔ͛ڍ
ϞϯυɺΞϫϏɺΠΧɺΠΫϥɺΦϨϯδɺΧγϡʔ
φοπɺΩΠϑϧʔπɺڇɺ͝·ɺ͚͞ɺ͞ɺ

େ౾ɺܲɺόφφɺಲɺϚΧμϛΞφοπɺ౧ɺ
ΒΕ͍ͯ͛ڍҶɺϦϯΰɺθϥνϯͷ�20�͕ࢁ
·͢ɻ�৯ΔલʹදࣔΛ֬ೝ͠·͠ΐ͏ɻ
ળҙ͔Β͓͞ࢠΜ͕৯ΛΒ͏߹͋Γ·

͢ɻՈͳͲʹ૬ஊ͔ͯ͠Β৯ΔΑ͏ʹ͓ͯ͑ڭ
͘ͱɺ৯ΞϨϧΪʔରࡦʹͭͳ͕Γ·͢ɻ

ۙ年ɺேͷϛαΠϧൃࣹ͕૿େ͍ͯ͠
·͢ɻಛʹ令和̐年��ճʹ͓ΑΜͰ͍·
͢ɻ·ͨɺϩγΞͷΫϥΠφ৵ུʹ͓͍ͯ
ಓϛαΠϧ͕༻͞Εɺଟେͳଛൃ͕ੜ͠
͍ͯ·͢ɻ
ಓϛαΠϧ͕ணͨ͠ʹࠃզ͕ͯ͠ʹ͍

͋Γ·ͤΜ͕ɺສ͕Ұணͨ͠߹ɺྫࣄ
ܹ͍͠ര෩ഁยʹΑΓମʹେ͖ͳඃΛड
͚ΔՄੑ͕͋Γ·͢ɻ

ಓϛαΠϧ͕ຊʹඈདྷ͢ΔՄੑ͕͋Δ
߹ɺ+ΞϥʔτΛ௨ͯ͡֎εϐʔΧʔ
ใϝʔϧͰϝοηʔδ͕ྲྀٸۓଳిͷܞ
Ε·͢ɻ
ͦͷ߹ɺඃΛड͚ΔՄੑΛ͘͢Δ
ͨΊɺ֎ʹ͍Δͱ͖ۙ͘ͷݐɺͳ͍
߹ӄʹΛӅ͠·͠ΐ͏ɻʹ͍Δ߹
૭͔ΒΕΔ͔ɺ૭͕ͳ͍෦ʹୀආ͠·͠ΐ
͏ɻ

災害時におけるアレルギー対応食品

食物アレルギー対応食品の備蓄

避難所で注意すること

住宅用火災警報器を設置しましょう

͍߹Θͤ
ৼ౦෦ফ߹ফॺްਅࢧॺ

ὸ2�Ȃ�11�

「冬本番前、石油ストーブ」あなたは大丈夫？

ॅ༻Րܯࡂใثͷઃஔɺফ๏Ͱ͚ٛͮΒΕ͍ͯ·͢ɻொͷઃஔ
10月࣌Ͱશੈଳͷ���0ˋͰ͢ɻৼ౦෦ফ߹ফॺްਅࢧॺͰ
ະઃஔͷॅͷීٴɾଅਐʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ

ްਅொʹ͢ॅډΔࡀ��Ҏ্ͷΈͷੈଳΛରʹɺॅ༻Րܯࡂใث
औඅ༻څۀࣄΛ࣮͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ
ৄ͘͠ɺফॺްਅࢧॺʹ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

ҰਓΒ͠ͷ�2ࡀͷஉੑ͕ɺؔݰͷੴ༉ετʔϒ্ʹҥ͕ஔ͍ͯ͋
Δ͜ͱʹ͔ͣͮؾՐͨͨ͠Ίग़ՐɻؔݰυΞ͕։͍͍ͯͨ͜ͱ͔ΒɺԎ
͕ʹྲྀೖͯ͠ॅ༻Րܯࡂใ͕ث໐ΓɺՐ͍ͯͮؾʹࡂॳظফՐͨ͠ɻ

ઃஔʹΑΔ
ޭྫࣄ

ްਅொʢຊेްࣾࣈਅ۠ʣͰɺ令和６年ొౡͰඃ
Λड͚ΒΕͨํͷࢧԉΛతʹٛԉۚΛड͚͚͍ͯ·͢ɻืۚ
ശɺຊிࣷɺ্ްਅࢧॴɺ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γͷ̏Χॴ
ʹઃஔ͍ͯ͠·͢ɻٛԉۚຊेࣾࣈΛ௨ͯ͡ඃࡂʹد͞
͍͖ͤͯͨͩ·͢ɻօ͞·ͷԹ͔͍͍͝ئ͓ྗڠக͠·͢ɻ

͍߹Θͤ
ॅຽ՝�ࢱάϧʔϓɹὸ2�ô���2
ʢ૯߹έΞηϯλʔΏ͘Γʣ

��0���૯ֹد���ԁʢ10月ࡏݱɺืۚശؚΉʣ
˞ٛԉۚ令和６年12月2�·Ͱਵ͍ͯ͠ूื࣌·͢ɻ
ɻ͢·͖͍ͩͨͯͤ͑͞߇ࡌܝͷ໊ࢯऀدͷͨΊޢਓใอݸ˞

令和６年能登半島地震
義 援 金

弾道ミサイルの脅威 弾道ミサイル飛来時の行動

令和６年12月号 2024年12月号21 20
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総
務
省
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推

進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
対
象
の

郵
便
局
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
上

の
講
師
に
よ
る
ス
マ
ホ
教
室
が
受
講

で
き
ま
す
。
基
本
的
な
使
い
方
や
ス

マ
ホ
で
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
使

い
方
な
ど
を
学
べ
ま
す
。

原
則
１
対
１
の
個
別
形
式
の
た

め
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
参
加
で
き
ま

す
。
予
約
制
で
受
講
料
無
料
、
機
種

や
携
帯
会
社
を
問
わ
ず
、
何
度
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時

令
和
７
年
１
月
ま
で（
予
定
）の
平

日
ø÷
時
～
øþ
時
（
１
講
座
ý÷
分
）

■
場
所

厚
真
郵
便
局

■
予
約

楽
天
シ
ニ
ア
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

タ
ー
（
平
日
ø÷
時
～
øý
時
、
☎
０
１

２
０
－
９
５
５
－
５
４
５
）

通
年
雇
用
化
を
目
指
す

季
節
労
働
者
の
方
を
支
援
し
ま
す

■
期
間

就
業
中
ま
た
は
離
職
中
の
季
節
労

働
者

■
支
援
内
容

◦
技
能
講
習
øû
技
能（
無
料
）

◦
試
験
対
策
等
講
習（
危
険
物
取
扱

者〔
乙
４
〕、消
防
設
備
士〔
乙
４
〕

ほ
か
）（
無
料
）

◦
簿
記
・
経
理
実
務
講
座	

無
料


◦
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
活
用
講
習	

無

料


◦
大
型
免
許
等（
取
得
費
用
６
割
助

成
、
ù÷
万
円
ま
で
）

◦
特
別
教
育・安
全
衛
生
教
育
等（
受

講
料
助
成
）

※
各
講
習
前
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま

た
は
、「
東
胆
振

通
年
雇
用
」
で

検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み

東
胆
振
・
日
高
・
平
取
地
域
通
年

雇
用
促
進
支
援
協
議
会
（
苫
小
牧
市

役
所
工
業
・
雇
用
振
興
課
内
、
☎
０

１
４
４
－
úû
－
５
５
２
１
）

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
問
題

へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
ょ
う

øù
月
ø÷
日
か
ら
øý
日
ま
で
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で

す
。拉

致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関

す
る
国
民
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も

に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝

鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を

解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
øù
月
ø÷
日
か
ら

øý
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

札
幌
方
面
苫
小
牧
警
察
署
（
☎
０

１
４
４
－
úü
－
０
１
１
０
、
内
線
４

６
５
）

令
和
７
年
あ
つ
ま
新
年
交
礼
会

厚
真
町
の
６
団
体
が
共
催
す
る
令

和
７
年
あ
つ
ま
新
年
交
礼
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

１
月
７
日（
火
）øþ
時
ú÷
分
か
ら

■
場
所

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

■
会
費

３
０
０
０
円（
当
日
会
場
で
受
付
）

※
出
席
さ
れ
る
方
は
、
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
事
前

に
世
話
団
体
の
商
工
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

厚
真
町
商
工
会
☎
ùþ
－
２
４
５
６

総
務
省
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

オ
ン
ラ
イ
ン
教
室

͍߹Θͤɹ͜Ϳ͠ͷ౬͋ͭ· ὸ2�ô�12�ɹ
˞Πϕϯτ༧ࠂͳ͘ม͢ߋΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

イベントカレンダー　１月
毎週日曜 ちびっこデー▷খֶੜελϯϓ2ݸ
毎週月曜 シルバーデー▷ࡀ��Ҏ্ϙΠϯτ̏ ഒ
毎週火曜  メンズデー▷உੑελϯϓ2ݸ
毎週水曜 高齢者無料入浴券の日
▷ொަͷແྉ݊ར༻ͰϨετϥϯͷ
ϔϧγʔηοτ͕��0ԁˠ��0ԁ

毎週木曜  レディースデー▷ঁੑελϯϓ2ݸ
最終金曜  町民の日▷ੜ月ͷொຽϨετϥϯར

༻Ͱೖཋແྉ
毎月26日 風呂の日▷ொຽೖཋແྉ
ொ͕֬ॅࡏೝͰ͖Δূ໌ॻͷఏ͕ࣔඞཁ
˞ର֎ͷํϙΠϯτ̏ ഒɺελϯϓ̎ݸ
2と6のつく日 ▷ϙΠϯτ�ഒ
5のつく日 ▷ொަͷແྉ݊ར༻ͰϙΠϯτ̑ 倍

日 月 火 水 木 金 土
1 2 10ഒ 3 4
݊ऀྸߴ ϨσΟʔε

5 6 �ഒ 7 8 9 10 11
ͪͼͬ͜ ϝϯζ ݊ऀྸߴ ϨσΟʔε
12 �ഒ 13 14 15 2ഒ 16 �ഒ 17 18
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ϝϯζ ݊ऀྸߴ ϨσΟʔε
19 21 21 22 �ഒ 23 24 2ഒ 25
ͪͼͬ͜ γϧόʔ ϝϯζ ݊ऀྸߴ ϨσΟʔε
26 27 28 29 30 31 2ഒ
風呂の日 γϧόʔ ϝϯζ ݊ऀྸߴ ϨσΟʔε 町民の日

自衛官募集

ø÷࣌ú÷ʙøø࣌
̔ʢਫʣɺ̕ ʢʣɺøüʢਫʣɺùøʢՐʣ
ùùʢਫʣɺùúʢʣɺùÿʢՐʣɺú÷ʢʣɺúøʢۚʣ

øú࣌ú÷ʙøû࣌
̓ʢՐʣɺø÷ʢۚʣɺøûʢՐʣɺøþʢۚʣɺùûʢۚʣ

øü࣌ʙøü࣌ú÷
̓ʢՐʣɺø÷ʢۚʣɺøûʢՐʣɺøþʢۚʣ

ʢҰࣾʣখ۠ަ௨҆શڠձ
ὸ0144ô��ô14��

খަࢢ௨҆શηϯλʔͰ͍ͯͬߦΔӡ
స໔ߋূڐ৽ߨ࣌शʢ༏ྑʣͷఔΛ͓Β
ͤ͠·͢ɻ
͜ͷଞͷߨशఔʢҰൠɺҧɺॳճʣʹ
͍ͭͯɺԼه·Ͱ͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

１ 月

運 転 免 許 証
更 新 時 講 習

町への寄付

社会福祉協議会への寄付

ま ち の 善 意

町 税 ・ 保 険 料
今 月 の 納 期

͍߹Θͤ ॅຽ՝ ࢱάϧʔϓὸ2�ʵ���2

Պ հޢอݥྉʢୈ̐ظʣ
ೲظ 令和̓年̍月６ʢ月ʣ

町
職
員
の
人
事
異
動

※（

）は
主
務
、〈

〉
は
前
職

◆
異
動（
１１
月
３
日
付
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
任（
政
策

推
進
グ
ル
ー
プ
）▶

齋
藤
陸〈
建
設

課
主
任
〉

３歳以下のお子さんの写真を募集して
います。住所、氏名（ふりがな）、生年月
日、性別、両親の氏名（ふりがな）、電話
番号を明記の上、まちづくり推進課企
画調整グループへ。

〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

広報あつま11月号中に誤りが
ありました。訂正しておわび
いたします。

自衛官候補生
ʓԠื֨ࢿɿ�1ࡀ�Ҏ্ࡀ��ະຬʢ�2ࡀཁ࿈བྷʣ
ʓडؒظɿ̍月̕ʢʣ·Ͱ
ʓݧࢼఔɿ�̍ 月1�ʢۚʣ·ͨ1�ʢʣ
ʓݧࢼՊɿ�චݧࢼهʢޠࠃɺֶɺࣾձɺదੑࠪݕɺ

ࠪݕɺମݧࢼड़ޱจʣɺ࡞

高等工科学校生徒（一般）
ʓԠื֨ࢿɿ�̐ 月̍ࡀ�1ࡏݱҎ্1ࡀ�ະຬͷஉࢠ
ʓडؒظɿ̍月1�ʢʣ·Ͱ
ʓݧࢼఔɿ�̍ 月2�ʢʣ·ͨ2�ʢʣ
ʓݧࢼՊɿ�චݧࢼهʢޠࠃɺࣾձɺֶɺཧՊɺӳޠɺ

จʣ࡞

͍߹Θͤɹ
ࣗӴୂࡳຈํྗڠຊ෦খग़ுॴɹὸ0144ôú2ô��2�

ͳΔ߹͕͋Γ·͢ɻʹߋมʹٸఔ͕ݧࢼ˞

おわびと訂正

年末年始の営業は９ページをご確認ください
はせがわ かこさん

やまぎし ときとさん

令和６年12月号 2024年12月号2� 22
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北
海
道
警
察
学
校
を
卒
業
後
、
最
初

の
赴
任
地
は
釧
路
方
面
帯
広
警
察
署

で
、
７
年
半
の
勤
務
の
う
ち
５
年
間
が

鑑
識
業
務
で
し
た
。
鑑
識
は
、
い
ち
早

く
事
件
・
事
故
な
ど
の
現
場
に
駆
け
付

け
、
証
拠
資
料
を
集
め
て
見
え
な
い
現

場
か
ら
真
実
を
あ
ぶ
り
出
す
重
要
な
仕

事
で
す
。
そ
の
後
、
転
勤
し
た
札
幌
西

警
察
署
で
も
３
年
間
鑑
識
業
務
に
従

事
。
火
災
や
強
盗
、
殺
人
事
件
な
ど
、

数
多
く
の
事
件
解
決
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
尽
力
し
ま
し
た
。「
現
場
で
は
、
根

気
よ
く
五
感
を
働
か
せ
て
指
紋
や
足

跡
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
資
料
な
ど
を
収
集
し
、
現

場
を
保
存
し
ま
す
。
不
思
議
と
犯
人
の

動
き
が
読
め
て
く
る
ん
で
す
」。

前
任
は
、
北
海
道
警
察
本
部
総
務
部

の
留
置
管
理
課
。
６
年
ぶ
り
３
回
目
の

警
察
署
勤
務
が
、
厚
真
駐
在
所
で
す
。

家
族
４
人
の
大
黒
柱
で
す
が
、
札
幌
市

内
に
家
族
を
残
し
単
身
赴
任
し
て
い
ま

す
。
厚
真
町
に
来
た
の
は
初
め
て
で
、

第
一
印
象
は
「
空
気
が
お
い
し
く
、
人

の
優
し
さ
と
温
か
さ
に
満
ち
て
い
る
ま

ち
」。
巡
回
連
絡
な
ど
で
、
町
民
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。「
胆

振
東
部
地
震
か
ら
６
年
余
り
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
町
民
の
心
に
は
ま
だ
大
き
く

"傷
跡"
が
残
っ
て
い
ま
す
。
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
て
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
な
が
ら
、
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
」。

先
日
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
鑑
識

体
験
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
現
職
の
お

巡
り
さ
ん
と
の
交
流
に
、
子
ど
も
た
ち

は
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。「
は
け
な
ど

を
使
っ
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
指
紋
を

採
取
し
た
り
、
足
跡
を
取
っ
た
り
。
皆
、

大
喜
び
で
し
た
」
と
間
野
さ
ん
。
子
煩

悩
な
一
面
も
見
え
ま
し
た
。

趣
味
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
３
年
前
に
目

覚
め
、
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
や
京
都
・
福

知
山
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
ご
み

を
拾
い
な
が
ら
走
る「
プ
ロ
ギ
ン
グ
」

の
た
め
、
厚
真
市
街
地
か
ら
上
厚
真
ま

で
を
往
復
し
ま
し
た
。「
環
境
美
化
に

も
な
り
、
爽
快
で
し
た
」。

住
民
と
一
緒
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
立
ち
上
げ
る
の
が
、
秘
め

た
目
標
で
す
。

「
皆
さ
ん
と
一
緒
に
交
流
を
深
め
、

地
域
を
見
守
る
目
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

北
海
道
警
察
官
を
拝
命
し
て
17
年
目
の
今
春
、
警
部

補
へ
の
昇
任
を
機
に
厚
真
駐
在
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

物
腰
が
柔
ら
か
く
歯
切
れ
の
よ
い
会
話
を
通
じ
て
、
町

民
の
信
頼
を
築
い
て
い
ま
す
。「
優
し
く
て
良
い
人
ば

か
り
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
見
守
る
目
を
大
切
に

育
ん
で
い
き
た
い
」
と
語
る
間
野
弘
晶
さ
ん
に
、
厚
真

駐
在
所
で
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

札幌方面苫小牧警察署地域課　厚真駐在所

間
ま

野
の

弘
ひろ

晶
あき

さんVol . 56

住民に寄り添い厚真の治安を守る

厚真で暮らす人、働く人、応援してくれる人、訪れる人・・・
みんな、みんな、
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